
薬事日報　薬学生新聞

　医薬品卸の管理薬剤師として、やり
がいもたくさんある。
　医薬品にまつわる医薬品医療機器等
法などの様々な法律に強くなれるこ
と。医療従事者のサポートができるこ
と。いろいろある中で、菊地さんが強
く推すのが、「いろんな人とかかわり
ながら仕事ができること」。社内では
営業、事務、物流、社外では医療機関、
製薬企業、行政の担当者と多岐にわた
る。「何度か仕事をしていくうちに、
『あ、スズケンの菊地さん、こんにちは』
と声をかけてもらえるのが嬉しいです
ね」。分からないことはすぐに質問を
し、知識として蓄えていく。そうやっ
ていくうちに、菊地さんのもとには、
問い合わせが集まるようになってきて
おり、今や菊地さんファンのリピータ
ーもいるほどの人気ぶりだ。
　でも菊地さんは、根っからの仕事人
間ではなく、平日の仕事は一生懸命、
休日も全力投球と元気いっぱいの20
代女子。「平日は目一杯働き、土曜日
は目一杯遊んで、日曜日ゆっくり休む」
という５勤１遊１休というスタイルを
貫いている。
　土曜日の過ごし方は、仕事と同じよ
うに前もって計画を立てる“事前準備派”。ではどん
な過ごし方をしているのか。「お蕎麦を食べるため
に山形県までドライブしたり、疲れたときには海外
ドラマを借りて家の中で見たり、仲のよい友達と３
時間くらいカフェで、話し込んだりですかね」。ア
ウトドア、インドア何でもアリの休日のようだ。
　最近、ハマっているのがパンづくり。大学時代か
ら通っている料理教室で小麦粉からこねて作り上げ

た焼きたてパンの味に感動を覚
え、家でもそれを再現すべくチ
ャレンジしているという。
　ただ、「お料理教室だと上手
にできても、家で同じようにや
ろうとすると、なかなか難しく、
うまく発酵しなかったり、小麦
粉がまとまらずにべちゃべちゃ
になってしまったり。試行錯誤
が続いています」と修行中であ
ることをそっと教えてくれた。
でも、もともと何かに挑戦する
ことが大好きな性分。「失敗も
していますが、それが面白いん
ですよ！」と楽しそうに話す姿
から、没頭ぶりがうかがえる。
　休日に仕事のことが頭に浮か
ぶことは？そこは、休日は仕事
を一切、家に持ち帰らない主義
で、仕事のことは休日には自動的に頭の中から消し
ているという。その理由について、「例えば、教育
研修が月曜日にある場合に、その資料を持ち帰った
としても、絶対に土日には見ないことが分かってい
るから（笑）。せっかくの土日が楽しめなくなるの
はもったいないじゃないですか」と、説得力のある
意見が返ってきた。仕事と遊びのメリハリがあるか
らこそ、次の週も全速力で走り出せるパワーが蓄え
られているのかもしれない。
　大きく広がる管理薬剤師としての未来。菊地さん
にも、将来のありたい姿が捉えられている。いつも
隣には、薬事管理部の東北薬事課の課長がいる。管
理薬剤師として、１人の人間、１人の女性として、
そこに生きた教材がある。菊地さんは、“お母さん
のような人”と表現する。
　なによりも経験、知識が豊富で、どんな質問にも
的確な回答が返ってくる。周囲の人への接し方も抜

群。彼女のもとに、自然と人が集まってくる
のを何度も見てきた。「すごい人です」と何
度も繰り返した言葉に、将来の自分の姿を重
ねる。
　「会社の先輩でもあり、人生の先輩でもあ
り、とても尊敬しています。よく言われるの
が“自分で考えなさい” “本当に考えた？”とい
う言葉。決して威圧的ではなくて温かさを感
じます。親子のように接してくれるから私も
こんな人になりたいと思うんです」。何かを
やろうとするときに、どうすればうまくいく
かを考える癖がついてきた。
　管理薬剤師は医薬品の管理という重要な役
割を担う。些細な判断ミスが患者の命にかか

わることもあ
る。ときには、
社歴の長いずっ
と年上の社員に
対して、問題点
を指摘しなけれ
ばならない場面
もある。相手に
理解してもらえるために、どう伝えればいいのか。
菊地さんは“伝える”ことの難しさを日々感じなが
ら、階段を上っている。
　そんな若い芽を温かく見守る環境がある。菊地さ
んの言葉を受け止めてくれる上司や同僚、社外の人
たち。それが菊地さんはとても有り難いという。「孤
独を感じることはありません。本当に医薬品卸の管
理薬剤師になってよかった」と胸を張る。
　医薬品卸の管理薬剤師という仕事は、薬学生の中
でもまだ十分に認知されていない仕事かもしれな
い。しかし、薬剤師になるために学んだ知識、医療
現場で働く医療従事者のサポート、さらに製薬業界、
医療関連業界の動向がよく分かるという他にはない
魅力が溢れている。一度知ってしまえば、その魅力
に惹きつけられるかもしれない。
　菊地さんもその１人だ。「患者さんと直接かかわ
りたい､ 服薬指導を通じて元気になっていく姿を見
ていきたい､ 現場で注射剤の調製がしたいという理
由で、現場の薬剤師を目指すのはとても素敵な道だ
と思います。ただ、医薬品卸の管理薬剤師は視野が
広がる仕事なので、選択肢に入れてほしいなって思
います」。新しく働く薬学生の仲間を心待ちにして
いる。
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隣にいるのは愛犬。パンづくりは最近のマイブーム

アウトドア、インドア何でもアリ。カニを釣り上げる
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